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不平等回避と所得効果：

非線形 Fehr-Schmidt型不平等回避モデルの例
＊

安 部 浩 次 a

Chowdhury and Jeon（2014）は独裁者ゲームの実験において被験者に共通に支

払われる参加報酬が増えると，独裁者の提案が他者に対してよりやさしいものに

なっていく傾向にあることを発見した。この傾向は Fehr-Schmidt型不平等回避モ

デルの予見とは両立しないことが知られている。本稿は非線形 Fehr-Schmidt型不

平等回避モデルの予見が Chowdhury and Jeon（2014）の発見した傾向と両立する

かどうか検討する。検討の結果，非線形 Fehr-Schmidt型不平等回避モデルはその

傾向と両立することがわかった。

キーワード 不平等回避，所得効果，Fehr-Schmidt型効用

1 イントロダクション

人間は他者のことを気にかける。このことに関して，人間は他者のことをどのような意味

で気にかけるか，そして，それらの経済活動への含意は何かについて，経済学は様々な経済

学モデルを提供しそれらを用いて社会現象の考察を行うことで多くの知見を提供している。

経済学が提供するそのようなモデルの中で特に単純なものの一つに，特定の社会における

所得分布にあるような各経済主体の所得（一般には利得）を直接的に気にかける個人の選択

モデルがある。アウトカムベースド社会的選好の選好最大化モデルである。アウトカムベー

スド社会的選好の選好最大化モデルの中で最も応用されているのは Fehr-Schmidt型不平等

回避モデル（Fehr and Schmidt, 1999）である。このモデルは所得の不平等を嫌う個人の選

択をモデル化したものである。具体的に，このモデルで記述される個人は，所得分布の中の

自分の所得にその所得分布の不平等から生じる不効用にある係数を乗じて加えたものを用い

て所得分布を評価する。逆に言えば，そのような関数形の効用関数として個人は記述される。

所得分布の不平等から生じる不効用は，自分の所得が他者の所得より高いことから生じる不

効用と，自分の所得が他者の所得より低いことから生じる不効用の 2種類がある。Fehr-
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Schmidt型不平等回避モデルのパラメータはそれぞれをどの程度気にかけるかを形式化した

2種類の係数である。この 2種類の不平等に対する態度の柔軟な記述と単純な関数形の効用

関数というモデルの 2つの特徴が幅広い応用研究を生じさせていると言える。

本稿は近年の実験経済学研究が指摘した事実と Fehr-Schmidt型不平等回避モデルの予見

との整合性について考察する。Chowdhury and Jeon（2014）は独裁者ゲームの実験におい

て被験者に支払われる共通の参加報酬の効果（純粋な所得効果）を考察している。そして，

独裁者ゲームにおいて被験者に共通に支払われる参加報酬が増えると，独裁者の提案が他者

に対してよりやさしいものになっていく傾向にあることを発見した。つまり，具体例を用い

て説明すれば，1500円を分ける独裁者ゲームにおいて独裁者が相手に提案する提案額（相手

が受け取る額）は，参加報酬が100円の時と比べて参加報酬が2000円の時の方が十分に高い

という事実を発見した。Chowdhury and Jeon（2014）はこの観察は Fehr-Schmidt型不平等

回避モデルの予見とは両立しないのでそのような傾向は不平等回避によって引き起こされた

ものではなく，代わりに，これと両立可能な不純な利他性（Andreoni, 1989, 1990）によっ

て引き起こされた可能性があると結論づけた
1）

。本稿は所得分布に対して適用される Fehr-

Schmidt型不平等回避モデルではなく利得分布に対して適用される Fehr-Schmidt型不平等

回避モデルが Chowdhury and Jeon（2014）の観察をどの程度説明するかを考察する。

2 非線形 Fehr-Schmidt 型不平等回避モデル

本稿は 2人からなる社会における所得分布を考える。個人のインデックスを i∈{1, 2} で

表す。本稿が考察対象とするのは i=1 で表される個人である。所得分布の定義域を X1*X2

とする。ここで，i=1, 2 について所得の定義域は Xi=[0, ∞) で与えられる。

所得分布の集合 X1*X2 の上に定義される個人 1の効用 U が非線形 Fehr-Schmidt型不平

等回避モデルであるとは U が次の関数形を持つときを言う。任意の (x, y)∈X1*X2 に対し

て

U(x, y)=u1(x)-ámax{u2(y)-u1(x), 0}-âmax{u1(x)-u2(y), 0} （ 1）

である。このモデルのパラメータは (á, â) と (u1, u2) である。

個人インデックス i=1, 2 に対して，パラメータ uiは個人 1が個人 iの所得それ自体に

対し主観的な評価を与える関数であり，（1）u′i>0，（2）ui(0)=0，及び（3）x→∞u1(x)=

x→∞u2(x) の 3つの性質を満たすものである。（1）は評価が単に所得の単調変換であると

いう要請である。（2）と（3）は評価関数の組 (u1 , u2) が評価の最低点と最高点を同じよう

に扱うという要請である。性質（1）から（3）を満たすもので最も簡単なものは，全ての x

∈X に対して u1(x)=u2(x)=x を満たすものである。このモデルは Fehr-Schmidt型不平等

回避モデルに他ならない。非線形 Fehr-Schmidt型不平等回避モデルの非線形とは単純に評
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価関数 uiの非線形性を意味している
2）

。

評価関数の組 (u1 , u2) を用いて所得分布の主観的不平等を u1(x) と u2(y) の差によって

定義する。もしも u2(y)-u1(x)>0 であればこの個人は相手の方が優遇されていると感じて

いる。この不利な不平等を嫌う程度が，効用の定義式においてパラメータ áにより記述さ

れる。また，もしも u1(x)-u2(y)>0 であればこの個人は自分の方が優遇されていると感じ

ている。この有利な不平等を嫌う程度がパラメータ âにより記述される。以下では，Fehr

and Schmidt（1999）に従い â�á 及び 0�â<1 を仮定する
3）

。

3 非線形 Fehr-Schmidt 型不平等回避モデルと独裁者ゲーム

この章は，個人インデックス i=1, 2 に対して数 ëi>0 を用いて ui(x)=-e-ëix+1 と定ま

る非線形 Fehr-Schmidt型不平等回避モデルを用いて，独裁者ゲームにおける独裁者の選択

を考察する
4）

。このような指数族の非線形 Fehr-Schmidt型不平等回避モデルにおいてモデル

のパラメータである評価関数の組 (u1 , u2) は単純に数の組 (ë1 , ë2) で記述される。数 ëiは

評価関数 uiを期待効用理論における賞金上の CARA 型効用インデックスと見たときの絶対

的危険回避度に対応する
5）

。結果として，ëi>ëj であることは評価関数 uiが ujより凹性が強

いことを含意する。

金額 kの独裁者ゲームは独裁者が x+y=k を満たす範囲で所得分布 (x, y)∈X1*X2 を選

択する問題として記述される。

(x, y)∈X1*X2

max U(x, y) subject to x+y=k. （ 2）

この問題の最適解を特徴付けるために効用 U の無差別曲線の形状を考察する。簡単な計

算によって次の補題を得る。

補題 1．指数族の非線形 Fehr-Schmidt型不平等回避モデルの所得分布 (x, y) における無差

別曲線の傾きと形状は次で与えられる。

dy
dx U=const.=

1+á
á
ë
ì
e-ë1x+ë2y>0 if u1(x)<u2(y),

-
1-â
â
ë
ì
e-ë1x+ë2y<0 if u1(x)>u2(y).

（ 3）

d2y
dx2 U=const.>0 when u1(x)≠u2(y). （ 4）

不平等回避パラメータ (á, â) についての仮定によって効用 U の無差別曲線は原点から遠

いものほど効用水準が高い。そして，補題で示されたその形状より最適解は必ず u1(x)�

u2(y) を満たす範囲にあることがわかる。したがって，最適解に関する次の命題を得る。
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命題 1．金額 kの独裁者ゲームを考える。このとき，もしも (x, y)=(k, 0) において

dy
dx U=const.�-1 であればその所得分布（完全有利な不平等分布）が最適解である。もしも

{(x, y)|u1(x)�u2(y)} 上の所得分布で
dy
dx U=const.=-1 を満たすものがあればその分布が最

適解である。それ以外の場合は u1(x)=u2(y) を満たす主観的に平等な所得分布が最適解で

ある。

4 提案額に関する所得（金額）効果

この章では独裁者ゲームの金額に関する最適解の比較静学を行う。そのために最適解の候

補となる所得分布を陽表的に求める。 1つは完全有利な不平等所得分布 (x, y)=(k, 0) で

ある。もう 1つは u1(x)=u2(y) を解くことで得られる y=
ë1
ë2
x と x+y=k の交点となる主

観的に平等な所得分布 (x, y)= ë2ë1+ë2
k,

ë1
ë1+ë2

k である。最後に，
dy
dx U=const.=-1 を解

くことで得られる y=
ë1
ë2
x+

1

ë2
ln â1-â ë2ë1  と x+y=k の交点となる内点解が定める所得

分布 (x, y)= ë2ë1+ë2
k-

1

ë1+ë2
ln â1-â ë2ë1 , ë1

ë1+ë2
k+

1

ë1+ë2
ln â1-â ë2ë1  である。

これらの最適解候補のどれが最適解となるかは u1(x)=u2(y) を解くことで得られる直線

y=
ë1
ë2
x と

dy
dx U=const.=-1 を解くことで得られる直線 y=

ë1
ë2
x+

1

ë2
ln â1-â ë2ë1  の位置関

係に依存する。そして，これらの位置関係は直線 y=
ë1
ë2
x+

1

ë2
ln â1-â ë2ë1  の切片の符号

で決まる。さらに，その切片の符号は有利な不平等に関する不平等回避パラメータ âと評

価関数の非線形度合いを表すパラメータ (ë1 , ë2) の間の関係によって決まる。図 1�4 はこの

ことをよく吟味したものである。それぞれの図は切片の符号が正 â> ë1
ë1+ë2  である場合

と負 â< ë1
ë1+ë2  である場合に加えて，u1(x)=u2(y) を解くことで得られる直線 y=

ë1
ë2
x

の傾きが 1より大きい場合 (ë1>ë2 の場合) と 1より小さい場合について検討し，それぞれ

における最適所得分布の kを動かした時の軌跡を点線により表したものである。
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これらにより次の命題を得る。

命題 2．最適解を (x＊(k), y＊(k)) と書く。このとき，以下のそれぞれが成り立つ。

● â� ë1
ë1+ë2

の場合，(x＊(k), y＊(k))= ë2ë1+ë2
k ,

ë1
ë1+ë2

k である。

図 2 â<
ë1
ë1+ë2

かつ ë1>ë2 の場合図 1 â>
ë1
ë1+ë2

かつ ë1>ë2 の場合

dy
dx
=
-
1

u1
(x
)=
u2
(y
)

dy
dx
=
-
1

u1
(x
)=
u2
(y
)

x=
y

yy

x=
y

kk

U U
xx

kk

図 3 â>
ë1
ë1+ë2

かつ ë1<ë2 の場合 図 4 â<
ë1
ë1+ë2

かつ ë1<ë2 の場合

x=
y

y Uy

x=
y

U

dy

dx
=-

1

u1(
x)=
u2(
y)

u1(
x)=
u2(
y)

dy

dx
=-

1

kk

x x
k k
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● â� ë1
ë1+ë2

の場合，k�K ならば (x＊(k), y＊(k))=(k, 0), k�K ならば (x＊(k), y＊(k))

= ë2ë1+ë2
k-

1

ë1+ë2
ln â1-â ë2ë1 , ë1

ë1+ë2
k+

1

ë1+ë2
ln â1-â ë2ë1  である。

ただし，K=-
1

ë1
ln â1-â ë2ë1  である。

命題より，いずれの場合においても，独裁者が他者へ提案する提案額は配分する金額 k

が増えると増加することがわかる。この意味で指数族の非線形 Fehr-Schmidt型不平等回避

モデルは正の金額効果を含意する。

以下では，これまでの結果を Chowdhury and Jeon（2014）の観察と比較するために金額

kを固定して次の最適化問題として記述される独裁者ゲームを考える。この独裁者ゲームを

参加報酬 F付きの金額 kの独裁者ゲームと呼ぶ。

(x, y)∈X1*X2

max U(x+F, y+F) subject to x+y=k. （ 5）

ここで数 F�0 は独裁者ゲームに参加することで支払われる参加報酬である。この問題の最

適解を参加報酬 Fについて比較静学を行うことで Chowdhury and Jeon（2014）の観察と整

合的かどうかを確認する。

参加報酬 F付きの金額 kの独裁者ゲームは次の実質的に等価なゲームを持つ。これを制

約付きの金額 k+2F の独裁者ゲームと呼ぶ。

(x, y)∈X1*X2

max U(x, y) subject to x+y=k+2F, x�k+F, and y�k+F. （ 6）

制約付きの金額 k+2F の独裁者ゲームの最適解は参加報酬 F付きの金額 kの独裁者ゲーム

の最適解を参加報酬 Fだけずらしたものである。

制約付きの金額 k+2F の独裁者ゲームにおいて最後の制約 2つを無視すればそれは金額

k+2F の独裁者ゲームに他ならない。したがって，この場合は直ちに次の結果を得る。

系 1．金額 k+2F の独裁者ゲームにおける最適解を (x＊(k+2F), y＊(k+2F)) と書く。この

とき，以下のそれぞれが成り立つ。

● â� ë1
ë1+ë2

の 場 合，(x＊(k+2F), y＊(k+2F))= ë2ë1+ë2
(k+2F),

ë1
ë1+ë2

(k+2F) で
ある。

● â� ë1
ë1+ë2

の場合，k+2F�K ならば (x＊(k), y＊(k))=(k+2F, 0), k+2F�K ならば

(x＊(k+2F), y＊(k+2F))= ë2ë1+ë2
(k+2F)-

1

ë1+ë2
ln â1-â ë2ë1 , ë1

ë1+ë2
(k+2F)+

1

ë1+ë2
ln â1-â ë2ë1  である。

国民経済雑誌 第222巻第 4号38



ただし，K=-
1

ë1
ln â1-â ë2ë1  である。

一般には，(x＊(k+2F), y＊(k+2F)) が先の 2つの制約を満たすとは限らない。その場合に

は，最適解は有効な制約に縛られることになる。このことについて検討したものが図 5�8

である。それぞれの図において最適所得分布の Fを動かした時の軌跡が点線により表され

図 6 â<
ë1
ë1+ë2

かつ ë1>ë2 の場合図 5 â>
ë1
ë1+ë2

かつ ë1>ë2 の場合

dy
dx
=
-
1

u1
(x
)=
u2
(y
)

u1
(x
)=
u2
(y
)

dy
dx
=
-
1

x=
y

y y

x=
y

k+2F k+2F

k k

UU
xx

k k+2Fk k+2F

図 7 â>
ë1
ë1+ë2

かつ ë1<ë2 の場合 図 8 â<
ë1
ë1+ë2

かつ ë1<ë2 の場合

y yU

x=
y

x=
y

k+2F k+2F

dy

dx
=-

1

u1(
x)=
u2(
y)

u1(
x)=
u2(
y)

dy

dx
=-

1

k k

x x
k k+2F k+2Fk
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ている。

このことを考慮して得られる結果は次である。

命題 3．金額 k+2F の独裁者ゲームにおける最適解を (x＊(k+2F), y＊(k+2F)) と書く。そ

して，制約付きの金額金額 k+2F の独裁者ゲームにおける最適解を (x＊＊(k , F), y＊＊(k , F))

と書く。このとき，以下のそれぞれが成り立つ。

● ë1�ë2 かつ â� ë1
ë1+ë2

の場合，(x＊＊(k , F), y＊＊(k , F))=(max{F, x＊(k+2F)}, min{k

+F, y＊(k+2F)})である。

● ë1�ë2 かつ â� ë1
ë1+ë2

の場合，k+2F�K ならば (x＊＊(k , F), y＊＊(k , F))=(k+F, F),

k+2F�K ならば (x＊＊(k , F), y＊＊(k , F))=(max{F, x＊(k+2F)}, min{k+F, y＊(k+

2F)})である。

● ë1�ë2 か つ â� ë1
ë1+ë2

の 場 合，(x＊＊(k , F), y＊＊(k , F))=(min{k+F, x＊(k+2F)},

max{F, y＊(k+2F)})である。

● ë1�ë2 かつ â� ë1
ë1+ë2

の場合，k+2F�K ならば (x＊＊(k , F), y＊＊(k , F))=(k+F, F),

k+2F�K ならば (x＊＊(k , F), y＊＊(k , F))=(min{k+F, x＊(k+2F)}, max{F, y＊(k+

2F)})である。

ただし，K=-
1

ë1
ln â1-â ë2ë1  である。

参加報酬 F付きの金額 kの独裁者ゲームにおける最適解は (x＊＊(k , F)-F, y＊＊(k , F)-F)

である。図 5�8 から，ë1>ë2 であれば，Fの増加が y＊＊(k , F)-F を増やすことがわかる。

つまり，この場合に，参加報酬 F付きの金額 kの独裁者ゲームにおいて独裁者が他者へ提

案する提案額が共通の参加報酬 Fが増えると増加する。言い換えれば，指数族の非線形

Fehr-Schmidt型不平等回避モデルは被験者に共通に支払われる参加報酬に関する正の金額

効果を含意しうる。この意味で Chowdhury and Jeon（2014）の観察結果と整合的である。

しかし，この整合性には注意しておくべき点がある。図 5と図 6が示していることは参加

報酬に関する正の金額効果と整合的な場合は独裁者の最適所得分布が金額上は独裁者にとっ

て不利な分布となる場合であるということである。特に図 5の場合は，独裁者にとって金額

上有利な分布が最適になることはない。これは実際の被験者行動を説明するものではないだ

ろう。図 6の場合においては，独裁者ゲームの金額 kと参加報酬 Fがそれほど大きくない

ならば独裁者にとって金額上有利な分布が最適所得分布になる一方で，参加報酬 Fが大き
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くなると独裁者にとって金額上不利な分布が最適所得分布になる。これに関しては，そのよ

うな被験者が若干いるようである（Chowdhury and Jeon, 2014, Fig. 4）。したがって，図 6

の場合を詳細に検討するための実験が望まれるだろう。

5 結 論

本稿は近年の実験経済学研究が指摘した事実と Fehr-Schmidt型不平等回避モデルの予見

との整合性について考察した。特に，Chowdhury and Jeon（2014）が独裁者ゲームの実験

において観察した独裁者の他者への提案額についての純粋な所得効果は，Fehr-Schmidt型

不平等回避モデルの予見とは両立しないが，非線形 Fehr-Schmidt型不平等回避モデルの予

見とは両立しうることが示された。しかし，この両立のためには参加報酬が大きくなると独

裁者にとって金額上不利な分布が最適所得分布になる必要がある。Chowdhury and Jeon

（2014）の実験においてそのような被験者が若干いることから，これについては詳細に検討

するための実験が望まれるとの結論に至った。

注

＊ 本研究は JSPS科研費 JP19K01545 の助成を受けたものである。

1）Chowdhury and Jeon（2014）は彼らの観察はアウトカムベースド社会的選好の選好最大化モ

デルとしてもう一つの主要モデルである ERCモデル（Bolton and Ockenfels, 2000）の予見とも

両立しないことを確認している。

2）効用の関数形から明らかなように，非線形 Fehr-Schmidt型不平等回避モデルが記述する選択

はパラメータ (u1 , u2) の正のアフィン変換に関して不変である。

3）仮定の解釈は Fehr and Schmidt（1999）と同じである。最初の仮定は不利な立場を有利な立場

より重く受け取るという意味での所得比較における損失回避の仮定である。仮定 â�0 は平等な

状態から相手の所得が下がって不平等な状態になることを望まないことを意味している。仮定 â

<1 は有利な不平等状態にあるときに自分の所得を捨ててまでその状態を改善しようとは思わな

いことを意味している。

4）数 ëiを正の数に制限している理由は主観的評価関数の組に課される要請による。

5）この事実に注意すると，Fehr-Schmidt型不平等回避モデルは ë=ë1=ë2 を満たす指数族の非線

形 Fehr-Schmidt型不平等回避モデル U の正のアフィン変換
U
ë

の ëがゼロに近づいたときの極

限として記述できることがわかる。
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